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私
は
一
九
八
三
年
よ
り
奄
美
・
徳
之
島
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
開
始

し
た
。
ま
ず
は
こ
の
二
〇
年
余
の
回
顧
か
ら
始
め
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
現
状

に
関
す
る
二
、三
の
報
告
と
問
題
提
起
を
し
た
い
。

１
、
回
顧　

一
九
八
三
年
徳
之
島
～
二
〇
〇
〇
年
与
那
国
島

　

徳
之
島
で
は
集
落
内
に
住
み
込
む
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
な
調
査
を
心
が
け

た
。
当
初
の
三
年
間
は
研
究
発
表
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
泉
の
よ
う
に
湧
き

出
る
口
承
の
歌
謡
の
実
態
を
把
握
す
る
の
で
精
一
杯
だ
っ
た
。
一
九
八
六

年
の
第
一
〇
回
大
会
の
と
き
、
恩
師
の
大
林
太
良
先
生
と
、
民
族
音
楽
学

の
内
田
る
り
子
先
生
の
強
い
す
す
め
で
、
初
め
て
口
承
文
芸
学
会
で
発
表

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
以
来
フ
ィ
ー
ル
ド
は
沖
縄
へ
と
広

が
っ
た
が
、
一
貫
し
て
「
琉
球
弧
の
音
楽
文
化
―
と
く
に
歌
謡
の
生
成
と

伝
承
を
め
ぐ
っ
て
」
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。

　

徳
之
島
で
は
ま
ず
集
団
の
掛
け
合
い
歌
に
出
会
っ
た
。
田
植
歌
、キ
ョ
ー

ダ
ラ
（
ま
ん
き
ゃ
）、
七
月
踊
り
歌
、
正
月
歌
な
ど
、
徳
之
島
の
最
も
特

徴
的
な
ジ
ャ
ン
ル
で
、
非
常
な
生
命
力
が
あ
る
。
中
で
も
重
要
な
労
働
歌
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
口
承
文
芸
研
究
の
こ
れ
か
ら

フ
ィ
ー
ル
ド
の
現
状
か
ら
考
え
る

酒 

井
　
正 

子

儀
礼
歌
で
あ
る
田
植
歌
を
と
り
あ
げ
た
。
男
女
の
二
声
が
掛
け
合
い
、
も

つ
れ
あ
っ
て
「
斉
唱
歌
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
混
沌
が
現

出
す
る
。
伝
統
的
な
ジ
ャ
ン
ル
の
中
に
歌
の
流
行
と
伝
播
の
波
が
重
層
的

に
み
ら
れ
る
こ
と
を
発
見
。
口
承
の
歌
謡
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
接
し
、
ま

さ
に
歌
の
生
成
の
現
場
を
み
る
思
い
が
し
た
（『
口
承
文
芸
研
究
』
一
〇
）。

　

以
来
「
歌
掛
け
」
を
視
座
に
、
集
団
の
歌
か
ら
個
人
の
う
わ
さ
歌
、
弔

い
の
歌
へ
と
テ
ー
マ
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
（
拙
著
一
九
九
六
『
奄
美
歌
掛

け
の
デ
ィ
ア
ロ
ー
グ
』
第
一
書
房
、
二
〇
〇
五
『
哭な

き
う
た
の
民
族
誌
』

小
学
館
）。
そ
の
み
ち
の
り
を
Ａ
Ｖ
資
料
で
振
り
返
っ
て
み
た
い
（
下
久

志
の
キ
ョ
ー
ダ
ラ
、
手
々
の
ま
ん
き
ゃ
、
母
間
の
ウ
ヤ
ム
イ
、
井
之
川
の

ク
ヤ
、
与
那
国
の
カ
デ
ィ
ナ
テ
ィ
）。

　

以
上
の
よ
う
に
一
貫
し
て
豊
か
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
「
声
」「
歌
」
と
の
出

会
い
に
導
か
れ
、
対
面
的
な
状
況
で
の
歌
の
生
成
と
変
化
に
関
心
を
持
っ

て
き
た
。
そ
れ
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。
何
よ
り
も
歌
の
現

場
に
身
を
お
き
、
声
や
音
に
接
す
る
中
で
「
う
た
う
」
行
為
を
考
え
て
ゆ

き
た
い
。
口
承
文
芸
学
会
は
そ
う
し
た
「
現
場
主
義
」
を
共
有
し
、
大
林
・

内
田
両
先
生
に
象
徴
さ
れ
る
文
化
人
類
学
と
音
楽
学
の
統
合
的
、
学
際
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
可
能
に
す
る
場
だ
と
考
え
る
。
テ
ク
ス
ト
（
音
楽
・
文

学
）
研
究
と
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（
文
化
的
脈
絡
）
研
究
が
相
互
浸
透
し
あ
い
、

新
し
い
知
見
や
展
望
を
も
た
ら
す
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

２
、二
〇
〇
〇
年
前
後
か
ら
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
現
象

　

し
か
し
今
日
、
歌
を
と
り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
と
く
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に
「
民
謡
日
本
一
」（
日
本
民
謡
大
賞
）
を
輩
出
し
た
奄
美
大
島
の
島
唄

（
三
味
線
歌
）
で
は
、
八
〇
年
代
よ
り
歌
唱
の
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
化

し
た
。
シ
マ
（
集
落
）
内
部
の
歌
あ
そ
び
か
ら
、
教
室
、
ス
テ
ー
ジ
へ
と

歌
の
場
が
移
り
、
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
を
競
い
大
舞
台
で
制
限
時
間
内
に
効

果
的
に
聴
か
せ
る
表
現
が
追
求
さ
れ
た
。
九
〇
年
代
後
半
か
ら
は
他
ジ
ャ

ン
ル
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ア
レ
ン
ジ
な
ど
が
活
発
に
な
り
、
若
手

が
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
し
、
奄
美
島
唄
が
本
土
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
奄
美
島
唄
は
独
自
性
が
強
く
、
こ
と
ば
の
み
な
ら
ず
裏
声
や
三
味

線
の
複
雑
な
装
飾
な
ど
が
特
徴
的
で
あ
る
。
個
人
や
地
域
に
よ
る
差
異
が

大
き
く
統
一
的
な
楽
譜
も
な
い
。
そ
の
た
め
島
唄
は
島
の
人
し
か
う
た
え

な
い
し
鑑
賞
も
で
き
な
い
、
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
現
在
で
は
本

土
出
身
者
が
う
た
い
、三
味
線
を
弾
く
の
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
ネ
ッ

ト
空
間
で
の
増
殖
、
遠
隔
地
へ
の
飛
び
火
、
異
種
混
交
と
い
っ
た
ポ
ス
ト

モ
ダ
ン
共
通
の
文
化
状
況
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

末
岡
三
穂
子
に
よ
れ
ば
、
東
京
に
は
七
つ
の
島
唄
教
室
が
あ
り
約

二
〇
〇
名
が
在
籍
す
る
。
生
徒
の
傾
向
は
、
奄
美
外
（
＝
本
土
）
出
身
者

と
奄
美
出
身
者
で
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
習
い
始
め
の
時
期
は
奄
美
外

の
人
た
ち
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
奄
美
出
身
で
は
そ
れ
以
前
が
殆
ど
で
あ

る
。
ま
た
年
齢
層
は
、
前
者
が
三
〇
～
四
〇
歳
代
中
心
で
二
〇
歳
代
も
少

な
く
な
い
の
に
比
べ
、
後
者
は
五
〇
～
六
〇
歳
以
上
が
専
ら
で
あ
る
（『
口

承
文
芸
研
究
』
二
八
）。
要
す
る
に
こ
れ
ま
で
年
配
の
奄
美
出
身
者
中
心
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
二
〇
〇
〇
年
を
境
に
、
若
い
奄
美
外
の
人
た
ち
が
多

数
参
入
し
新
し
い
層
を
作
り
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
・
彼
女
ら
は
ネ
ッ

ト
で
情
報
を
公
開
し
て
い
る
教
室
に
多
く
集
ま
っ
て
い
る
。
中
に
は
三
ヶ

月
く
ら
い
も
練
習
す
る
と
、
奄
美
出
身
者
の
年
祝
い
に
呼
ば
れ
て
演
奏
を

頼
ま
れ
る
よ
う
な
人
も
出
て
く
る
。
奄
美
外
の
人
た
ち
が
熱
心
に
奄
美
文

化
を
志
向
し
実
践
す
る
こ
と
は
、
出
身
者
に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
、
自
分
た
ち
の
伝
統
を
見
直
し
再
評
価
す
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
て
い

る
。
移
住
先
の
都
会
で
生
ま
れ
育
っ
た
奄
美
二
世
、
三
世
が
奄
美
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
に
め
ざ
め
、
積
極
的
に
島
唄
を
習
っ
た
り
卒
論
の
テ
ー
マ
に

と
り
あ
げ
た
り
す
る
こ
と
も
多
い
。
本
場
奄
美
の
歌
あ
そ
び
で
う
た
っ
て

み
た
い
と
い
う
本
土
の
人
、
非
奄
美
出
身
者
に
招
か
れ
本
土
に
行
く
島
の

歌
者
。
列
島
を
交
錯
す
る
そ
ん
な
移
動
が
活
発
で
あ
る
。
島
と
イ
ジ
ャ
ヤ

キ
チ
ャ
ヤ
（
行
っ
た
り
来
た
り
）
し
な
が
ら
島
唄
を
伝
承
し
て
ゆ
く
、
そ

ん
な
時
代
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
昨
年
度
後
半
の
調
査
よ
り
、
い
く
つ

か
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
紹
介
し
た
い
。

３
、二
〇
〇
五
年
秋
～
二
〇
〇
六
年
春　

徳
之
島
の
現
状

○
十
一
月
十
三
日　

第
十
五
回
徳
之
島
民
謡
大
会
（
文
化
協
会
主
催
・
教

育
委
員
会
後
援
）

　
「
民
謡
は
島
の
心
、
み
ん
な
で
守
り
育
て
よ
う
」
と
い
う
統
一
テ
ー
マ

の
も
と
、
徳
之
島
の
歌
の
み

4

4

を
う
た
う
趣
旨
で
一
九
九
一
年
以
来
毎
年
続

け
ら
れ
て
い
る
。
徳
之
島
の
人
が
奄
美
大
島
の
歌
ば
か
り
う
た
い
た
が
る

傾
向
が
あ
り
、
大
島
の
歌
で
な
い
と
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
で
き
な
い
、
と

も
い
わ
れ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
徳
之
島
の
歌
は
す
た
れ
て
し
ま
う
、
と
の

危
機
感
よ
り
始
め
ら
れ
、
私
も
そ
の
立
ち
上
げ
に
加
わ
っ
た
一
人
で
あ
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る
。
今
回
私
は
「
徳
之
島
民
謡
に
み
る
〝
思ウ

ム
イい

”」
と
題
し
て
講
話
を
し
た
。

島シ
マ
グ
チ口

（
方
言
）
漫
談
な
ど
を
含
め
十
八
演
目
が
出
さ
れ
た
が
、
毎
年
、
子

供
た
ち
や
知
ら
れ
ざ
る
歌
者
が
登
場
し
、
徳
之
島
の
懐
の
深
さ
を
感
ず
る
。

近
年
で
は
、
自
分
の
祖
父
や
父
の
歌
を
受
け
継
ぐ
若
者
も
育
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
そ
の
日
の
反
省
会
で
気
に
な
る
こ
と
を
聞
い
た
。
最
近
の
若

い
人
た
ち
は
「
あ
の
人
と
は
流
派
が
違
う
か
ら
合
わ
せ
ら
れ
な
い
」
と
言

い
、
先
生
が
違
う
と
な
か
な
か
一
緒
に
う
た
お
う
と
し
な
い
、
と
い
う
の

で
あ
る
。
ま
さ
に
「
歌
あ
そ
び
」
と
は
対
極
の
姿
だ
。
習
い
始
め
の
子
供

達
に
は
、
先
生
の
歌
が
「
す
べ
て
」
な
の
だ
ろ
う
か
。
以
前
は
家
の
中
や

シ
マ
の
「
歌
あ
そ
び
」
が
島
唄
に
接
す
る
機
会
で
あ
っ
た
。
上
手
下
手
を

問
わ
ず
参
加
で
き
、
多
様
な
歌
に
よ
り
相
対
化
さ
れ
、
流
派
と
い
う
の
は

生
ま
れ
る
べ
く
も
な
い
。
あ
ら
た
め
て
「
歌
あ
そ
び
」
と
い
う
装
置
の
柔

軟
性
、
創
造
性
を
知
ら
さ
れ
た
思
い
が
す
る
。

○
十
一
月
十
二
～
十
三
日　

ワ
イ
ド
祭　

N
P
O
法
人
ワ
イ
ド
21
徳
之
島

主
催　

　

徳
之
島
名
物
の
闘
牛
を
う
た
っ
た
「
ワ
イ
ド
節
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
芸

能
イ
ベ
ン
ト
。
地
元
の
高
校
生
バ
ン
ド
や
エ
イ
サ
ー
、
三
味
線
教
室
、
琉

舞
教
室
、
黒
潮
太
鼓
、
闘
牛
太
鼓
、
ワ
イ
ド
節
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
に
加
え
、
ゲ
ス
ト
に
著
名
な
大
島
・
本
土
・
沖
縄
の
島
唄
系
の

歌
い
手
、
そ
れ
に
島
出
身
の
在
京
「
路
上
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
」
が
呼
ば
れ

た
。
彼
は
「
島
を
離
れ
て
か
ら
島
が
好
き
に
な
り
、
島
の
文
化
や
歴
史
に

も
興
味
が
わ
い
て
き
た
。
東
京
か
ら
見
た
島
の
良
さ
を
歌
っ
て
い
き
た
い
」

と
い
う
。

　

ワ
イ
ド
祭
の
翌
日
に
、
私
は
主
催
団
体
に
呼
ば
れ
話
を
し
た
。
四
〇
代

前
後
の
中
堅
実
業
家
や
役
場
職
員
等
を
中
心
と
し
た
集
ま
り
で
、
こ
の
四

月
か
ら
は
徳
之
島
文
化
会
館
の
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
を
任
さ
れ
て
い

る
。
彼
ら
の
悩
み
は
「
伝
統
文
化
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
こ
と
。
外
の
人

に
は
み
え
る
島
の
良
さ
が
、
中
で
暮
ら
し
て
い
る
と
わ
か
ら
な
い
。
徳
之

島
固
有
の
シ
マ
ウ
タ
な
ん
て
あ
る
の
か
、
み
え
て
こ
な
い
。
結
果
的
に
大

島
、
沖
縄
の
メ
ジ
ャ
ー
な
歌
い
手
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
意

気
込
み
は
盛
ん
で
、
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
発
信
に
策
を
こ
ら
し
、
勉
強
会

な
ど
も
熱
心
に
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

○
二
〇
〇
六
年
一
月
二
九
日　

関
西
奄
美
民
謡
芸
能
保
存
会　

徳
之
島
公

演
（
文
化
協
会
共
催
）

　
「
ふ
る
さ
と
に
感
謝
を
こ
め
て
」
関
西
在
住
の
奄
美
諸
島
出
身
者
に
よ

る
21
教
室
の
メ
ン
バ
ー
が
、
大
挙
し
て
訪
れ
た
。
地
元
の
芸
能
も
共
演
し
、

公
演
は
延
々
五
時
間
に
わ
た
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
本
土
在
住
者
の
組
織
が

自
力
で
島
を
訪
れ
る
交
流
活
動
は
、
年
々
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
奄
美
外

出
身
者
も
そ
こ
に
加
わ
っ
て
い
る
。
あ
ら
た
め
て
、
本
土
と
島
の
両
輪
で

伝
統
芸
能
を
継
承
す
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
す
る
。

４
、
同　

沖
縄
島
北
部
地
域
の
状
況

○
二
〇
〇
六
年
一
月
二
八
日　

第
四
回
今な

き
じ
ん
そ
ん

帰
仁
村
ミ
ャ
ー
ク
ニ
ー
大
会

（
今
帰
仁
村
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー
企
画
）

　

沖
縄
島
北
部
地
域
（
国く

に
が
み頭

・
大お

お
ぎ
み

宜
見
・
東
村
、
名
護
市
、
本も

と
ぶ部

半
島
）

は
、
奄
美
同
様
即
興
的
な
掛
け
合
い
の
伝
統
が
色
濃
い
民
謡
の
宝
庫
で
あ
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る
。
一
九
七
〇
年
代
の
国
頭
調
査
で
は
、
自
作
の
歌
詞
を
長
い
巻
物
に
書

き
、
巻
物
を
箱
一
杯
と
っ
て
あ
る
よ
う
な
人
も
い
た
（
小
林
幸
男
）
と
い

う
。
二
〇
〇
六
年
一
月
、
私
は
ミ
ャ
ー
ク
ニ
ー
大
会
で
講
演
の
た
め
久
し

ぶ
り
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
。
す
る
と
「
こ
の
頃
め
っ
き
り
ミ
ャ
ー
ク
ニ
ー

を
う
た
わ
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
ミ
ャ
ー
ク
ニ
ー
（
ナ
ー
ク

ニ
ー
の
別
称
）
と
い
え
ば
、
こ
の
あ
た
り
が
発
祥
の
地
と
も
さ
れ
る
沖
縄

の
代
表
的
な
叙
情
歌
で
、
男
女
掛
け
合
い
の
モ
ア
シ
ビ
歌
と
し
て
知
ら
れ

る
。
そ
れ
が
「
琉
舞
や
古
典
音
楽
は
や
り
た
が
る
が
、
ミ
ャ
ー
ク
ニ
ー
を

や
る
人
が
少
な
い
」
と
い
う
の
だ
。
こ
こ
で
も
「
見
た
目
」
重
視
の
ス
テ
ー

ジ
芸
能
に
関
心
が
移
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
ん
な
中
、
後
継
者
育
成
を
願
っ
て
表
記
の
大
会
は
お
こ
な
わ
れ
た
。

旧
正
月
前
夜
で
、
年
の
夜
の
「
あ
し
び
」
の
趣
が
あ
っ
た
。
出
場
者
十
九

名
の
う
ち
七
〇
歳
以
上
は
二
人
だ
け
で
、
大
半
は
三
〇
～
五
〇
代
。
一
〇

代
も
五
人
い
て
世
代
交
代
を
感
じ
さ
せ
る
。
今
帰
仁
ミ
ャ
ー
ク
ニ
ー
独
特

の
「
中
出
し
」（
出
だ
し
か
ら
高
い
音
程
で
歌
い
始
め
る
）
の
ス
タ
イ
ル

が
殆
ど
聞
か
れ
な
く
な
り
、
か
つ
て
の
多
彩
さ
に
比
べ
れ
ば
フ
シ
は
画
一

化
し
て
い
る
。
し
か
し
オ
リ
ジ
ナ
ル
歌
詞
の
伝
統
は
脈
々
と
生
き
て
お
り
、

多
く
の
出
演
者
が
自
作
の
歌
詞
を
用
意
し
て
、
自
分
の
境
遇
や
思
い
を
う

た
い
あ
げ
る
。
中
に
は
歌
物
語
風
に
長
く
男
女
で
掛
け
合
う
人
も
い
て
、

さ
す
が
本
場
だ
と
思
っ
た
。
ま
た
「
ス
テ
ー
ジ
と
客
席
が
一
体
に
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
ど
お
り
、
聴
衆
が
実
に
熱
心
に
聴
い
て
い
た
の
が
印
象
的

だ
っ
た
。

○
名
護
市
宮
里
の
村
お
ど
り
と
エ
イ
サ
ー

　

宮
里
は
、
名
護
市
街
地
の
都
市
的
な
環
境
に
あ
り
な
が
ら
、
伝
統
的
な

村
お
ど
り
（
豊
年
祭
の
奉
納
芸
能
）
の
シ
ス
テ
ム
を
保
持
し
て
い
る
字
（
集

落
）
の
一
つ
で
あ
る
。
旧
盆
明
け
の
旧
暦
七
月
十
六
日
か
ら
配
役
等
を
決

め
、
三
週
間
近
い
稽
古
期
間
を
経
て
旧
九
月
一
〇
日
を
中
心
に
前
後
三
日

間
お
こ
な
わ
れ
る
。
毎
年
二
〇
も
の
演
目
を
上
演
す
る
の
は
、
大
変
な
力

量
を
要
す
る
。
指
導
を
外
部
の
琉
舞
研
究
所
等
に
依
頼
す
る
こ
と
は
な
く
、

自
前
の
師
匠
で
シ
マ
風
を
伝
え
る
。
女
踊
り
も
か
つ
て
は
男
が
演
じ
て
お

り
、
現
在
も
男
性
の
指
導
者
が
健
在
で
あ
る
。
子
供
の
演
目
も
用
意
さ
れ

て
お
り
、
六
、七
歳
頃
か
ら
ス
テ
ー
ジ
に
立
た
せ
、
素
質
が
あ
る
と
中
学

生
く
ら
い
か
ら
本
格
的
に
琉
舞
研
究
所
で
稽
古
す
る
。
芸
能
家
を
育
て
る

コ
ー
ス
が
、
自
ず
と
で
き
あ
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

宮
里
は
ま
た
青
年
会
の
エ
イ
サ
ー
も
盛
ん
だ
。
伝
統
の
手
踊
り
エ
イ

サ
ー
を
保
持
す
る
一
方
で
、
青
年
達
は
流
行
の
太
鼓
エ
イ
サ
ー
に
も
憧
れ

る
。
勇
壮
な
太
鼓
エ
イ
サ
ー
は
、
全
国
的
に
も
非
常
な
人
気
が
あ
る
。
一

方
手
踊
り
エ
イ
サ
ー
は
老
若
男
女
が
一
つ
の
輪
に
な
り
飛
び
入
り
で
も
踊

れ
る
楽
し
さ
が
あ
り
、
地
域
の
伝
統
行
事
に
は
欠
か
せ
な
い
。
長
老
達
は

思
案
の
末
、
手
踊
り
エ
イ
サ
ー
を
続
け
る
こ
と
を
条
件
に
太
鼓
エ
イ
サ
ー

も
許
し
た
と
い
う
。
無
論
青
年
た
ち
は
手
踊
り
エ
イ
サ
ー
を
嫌
が
っ
て
は

い
な
い
。
ど
ち
ら
も
や
ろ
う
と
い
う
発
想
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
素
晴
ら

し
い
。
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５
、
島
こ
と
ば
（
方
言
）
と
シ
マ
ウ
タ

　

徳
之
島
町
で
は
一
九
八
八
年
以
来
、
毎
年
成
人
式
の
日
に
新
成
人
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
（
資
料
）。
中
に
島し

ま
ぐ
ち口

（
方
言
）
に
関
す
る
項
目
が
あ
る
。
当
初
選
択
肢
は
「
使
え
る
／
使
え
な

い
」
の
二
つ
だ
っ
た
が
、
一
九
九
五
年
よ
り
「
話
せ
る
／
少
し
話
せ
る
／

解
る
け
ど
話
せ
な
い
／
話
せ
な
い
」
の
四
つ
に
細
分
化
さ
れ
た
。
お
そ
ら

く
九
〇
年
代
に
入
っ
て
「
使
え
な
い
」
が
増
え
、
そ
の
内
実
を
よ
り
細
か

く
知
り
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
近
年
の
結
果
を
み
る

と
「
話
せ
る
」
人
は
一
〇
％
程
度
だ
が
「
少
し
話
せ
る
」
を
合
わ
せ
れ
ば

五
〇
％
近
く
に
な
る
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
私
の
予
想
を
超
え
る
高
い
数

字
だ
。
島
口
文
化
の
健
在
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
二
〇
〇
六
年
の
デ
ー
タ
で
は
他
に
、
徳
之
島
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
誇

り
に
思
っ
て
い
る
（
九
七
．
二
％
）、
郷
土
芸
能
（
島
唄
・
踊
り
）
を
伝

承
保
存
し
た
方
が
よ
い
と
思
う
（
八
六
．
二
％
）
な
ど
、
島
へ
の
愛
着
は

強
い
。
し
か
し
将
来
徳
之
島
に
住
み
た
い
、
と
な
る
と
六
三
％
に
留
ま
り

複
雑
な
心
境
が
あ
る
。
と
も
あ
れ
島
口
が
使
え
な
い
か
ら
シ
マ
ウ
タ
を
う

た
わ
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
相
関
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
若

い
人
ほ
ど
、
伝
統
文
化
に
な
じ
み
が
な
い
と
い
う
現
状
が
ま
ず
あ
る
の
だ

ろ
う
。
し
か
し
島
口
で
自
分
た
ち
の
境
遇
に
ぴ
っ
た
り
く
る
よ
う
な
新
シ

マ
ウ
タ
、
と
も
い
う
べ
き
歌
が
生
み
出
さ
れ
る
素
地
は
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
大
島
高
校
で
は
、
弁
論
大
会
に
「
普
通
語
」
と
「
英
語
」
の
他
、「
島

口
弁
論
」
の
部
が
あ
る
。
沖
縄
で
は
「
宮ミ

ャ
ー
ク古

口フ
ツ

シ
ン
ガ
ー
」
と
称
す
る
下

地
勇
（
一
九
六
九
年
生
）
が
、
出
身
の
宮
古
島
の
方
言
で
衝
撃
的
な
歌
を

発
信
し
て
い
る
。
彼
は
「
土
着
に
根
ざ
し
た
普
遍
」
を
め
ざ
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
琉
球
語
に
よ
る
新
し
い
歌
謡
表
現
が
、
今
後
も
生
み
出
さ

れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

６
、
近
代
と
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
の
は
ざ
ま
で

　

以
上
、
奄
美
で
は
音
楽
文
化
の
上
で
近
代
化4

現
象
が
顕
在
化
す
る
の
は

八
〇
年
代
か
ら
だ
。
シ
マ
共
同
体
か
ら
の
離
脱
と
個
と
し
て
の
芸
術
表
現

の
追
求
、新
技
術
と
メ
デ
ィ
ア
の
介
在
、ス
テ
ー
ジ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
の
隆
盛
と
い
う
形
で
そ
れ
は
進
行
し
て
ゆ
く
。
さ
ら
に
九
〇
年

代
後
半
か
ら
は
、
島
と
い
う
ボ
ー
ダ
ー
を
も
越
え
て
島
唄
が
拡
張
す
る
現

代
的
な
状
況
が
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
が
大
き
な
原
動
力
と

な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
島
に
根
ざ
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
追
求
も
盛
ん
だ
。
中
若

年
世
代
は
伝
統
文
化
の
確
た
る
イ
メ
ー
ジ
を
模
索
し
て
い
る
。
ミ
ャ
ー
ク

ニ
ー
大
会
で
は
「
身
近
に
聞
い
て
育
っ
た
世
代
／
生
活
の
中
で
は
さ
ほ
ど

う
た
わ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
ま
だ
身
体
の
な
か
に
そ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
携
え
て
い
る
方
々
／
歌
そ
の
も
の
を
知
ら
ず
、
習
い
に
行
か
な
け
れ
ば

分
か
ら
な
い
世
代
」（
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
い
う
三
世
代
の
区
分
が
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
第
二
、
第
三
の
世
代
も
、
伝
統
文
化
を
決
し
て
捨
て
去

る
こ
と
な
く
自
ら
の
感
性
で
捉
え
直
し
、
再
表
象
し
な
が
ら
次
の
時
代
を

模
索
し
て
い
く
。
奄
美
で
も
沖
縄
で
も
そ
う
し
た
動
き
が
み
ら
れ
る
。
近

代
の
淵
源
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
そ
の
両
方
向
に
引
き
合
う
ベ
ク
ト
ル
の
中

に
今
後
の
研
究
を
位
置
づ
け
て
い
き
た
い
。
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伝
承
者
の
側
で
は
「
や
る
」
喜
び
よ
り
も
「
み
る
―
み
ら
れ
る
」
喜
び
、

つ
ま
り
表
象
意
識
の
方
が
ま
さ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
全
員
参
加

型
の
歌
掛
け
や
八
月
踊
り
な
ど
は
す
た
れ
る
（
た
だ
し
映
像
記
録
作
成
や

定
期
的
な
練
習
な
ど
を
き
っ
か
け
に
盛
り
返
す
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
）
一

方
、
舞
台
等
で
演
ず
る
芸
能
は
隆
盛
で
あ
る
。
沖
縄
で
い
え
ば
ミ
ャ
ー
ク

ニ
ー
や
手
踊
り
エ
イ
サ
ー
よ
り
は
村
お
ど
り
や
琉
舞
、
太
鼓
エ
イ
サ
ー
へ
、

と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
人
に
み
せ
る
芸
、
ラ
ン
キ
ン
グ
や
コ
ン
ク
ー
ル
へ

の
熱
中
は
、「
視
覚
優
位
」
や
ブ
ロ
グ
の
興
隆
に
み
る
よ
う
な
「
総
表
現

社
会
」
と
い
っ
た
現
代
の
文
化
状
況
と
呼
応
す
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
そ
の

意
味
で
同
時
代
性
が
強
く
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
表
象
そ
の
も
の
が
固
有

の
性
質
を
帯
び
、
現
実
を
逆
規
定
し
て
ゆ
く
事
態
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し

奄
美
島
唄
の
場
合
、
楽
譜
が
あ
っ
て
も
対
面
状
況
で
教
え
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
習
得
は
難
し
い
。「
歌
あ
そ
び
」
の
楽
し
さ
を
再
認
識
す
る
動
き
も

あ
る
。
奄
美
の
芸
能
の
魅
力
は
、
組
織
化
し
き
れ
な
い
無
意
識
な
部
分
の

瑞
々
し
さ
に
あ
る
、
と
私
な
ど
は
感
じ
て
い
る
の
だ
が
、
表
象
過
多
の
現

実
に
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
部
分
は
ど
う
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
か
。
イ
ベ
ン

ト
や
メ
デ
ィ
ア
、
リ
ー
ダ
ー
や
知
識
人
の
動
向
の
み
に
眼
を
奪
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
島
に
生
き
る
生
活
者
の
営
み
を
引
き
続
き
み
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
三
人
称
的
な
ま
な
ざ
し
と
二
人
称
的
な
触
れ
あ
い
の
両
極
面
の
は

ざ
ま
を
「
生
き
る
」
形
で
の
、伝
承
・
創
作
の
営
み
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

（
さ
か
い
・
ま
さ
こ
／
川
村
学
園
女
子
大
学
）

資料　　徳之島町　新成人 島口（方言）アンケート（％は略）

　 年 回答数（率） 出席率 使える 　 使えない
1988 195 (85.2) 80.6 47.2 51.8
1989 187 (90.3) 78.7 43.9 55.6
1990 165 (90.2) 80.6 42.4 57.0
1991 207 (95.0) 81.3 29.2 69.1
1992 188 (96.4) 79.6 28.2 71.3
1993 202 (92.7) 79.0 29.2 70.8
1994 172 (82.3) 74.9 38.9 59.9

話せる 少し話せる 分かるけど話せない 話せない
1995 193 (88.5) 81.0 12.9 44.0 18.7 24.4
1996 152 (81.7) 83.0 8.5 38.2 30.9 22.4
1997 168 (75.0) 85.5 13.7 39.3 25.0 22.0
1998 177 (81.9) 88.2 13.6 26.5 19.2 40.7
1999 183 (78.5) 88.2 6.6 32.8 26.7 33.9
2000 159 (90.8) 81.4 10.7 43.4 17.0 28.3
2001 171 (90.0) 84.8 5.8 32.7 24.0 37.5
2002 176 (88.9) 88.8 8.5 39.8 23.3 28.4
2003 167 (77.3) 87.1 11.4 40.7 15.6 32.3
2004 108 (55.1) 86.3 6.5 36.1 16.7 40.7
2005  66  (36) 84.0 8.0 33.0 26.0 33.0
2006 109  (62) 85.0 6.4 44.0 23.8 25.7

注）男は女より「話せる」度合いが高い。� 町教委（生涯教育）実施 
（作成：酒井正子）


